







































































であり、身延山久遠寺発展の基礎を築いた人物である。日朝は伊豆国宇佐美に生まれ、幼少期に父を亡くし、伯父夫婦の養育をうけたと伝わる。永享元年（一四二九）四月八日、八歳の時、永享問答で名高い一乗坊日出に師事して得度。当初、三島本覚 にて兄弟子らの薫育をうけたという。学問に秀でた日朝は仙波檀林に遊学し天台学を修めた。そ 長きにわたる研鑽態度については、嘉吉 年（一四四二）には佐渡 さらに京都へも遊学し、さらなる学問研鑽をなしたことからもうかがわれる。伝承では師である一乗坊日出より三島本覚寺を委ねられ、さらに鎌倉本覚寺をうけて両寺を兼務するようになったという。数えきれな 法華経の講義や法談を重ねた日朝は、寛正三年（一四六二）四月身延山第十世であった観行院日延の示寂をうけ同年、身延山第十一世の法灯 継承した。四一歳のことであった。　
日朝は明応八年（一四九九）弟子であった、 『身延山資料叢書二』収録の「意師目録」の筆者である円教院日意






































































































































































































































































実在したということであると考えられる。そこで、その三部を検討するに、 『判比量論』は断簡が大谷大学に所蔵されており、残り二部は逸失文献である。この二部が発見されたならば、韓国の仏教学会に反響を呼ぶと思考される。他に「他宗人師造疏目録」の項目には、璟興の『下生経疏』 円測の『理門論疏』二巻、道澄の『入正理論疏』 、玄範（新羅人説あり）の『入正理論疏』一巻が記載されている。これら 文献も現存していないため、発見を期待さ　
以上、簡略ながら本『章疏目録』について考察したが、これら は、日蓮宗内の宗学を深めるため 調度
― 9 ―
章疏であって、当時の日蓮宗の学風を読み取れるものであると思考される。また、その目録の中には、現存していないものも多くあると指摘でき、これらの存在が確実にされれば世界の仏教学界に大いに貢献することは間違いな 。 
（金
　
天鶴）
　
本書を収録刊行するに当たっては、所蔵者である身延山久遠寺御当局のご理解とご許可を賜った。
　
また、身延文庫並びに宝物館の関係各位には、原本の調査に特別のご高配を頂いた。記して感謝申し上げる。
― 10 ―
章  疏
  目
  録
　　　　　
付
　　
記
　
本『身延山資料叢書三』は平成二五年一月二八日（月）～三一日（木）に行われた身延山大学東洋文化研究所
と韓国・金剛大学校仏教文化研究所の学術交流共同調査（身延山大学図書館蔵坂本文庫・身延文庫所蔵書籍）の成果を基として刊行した。　
当共同調査の参加者は左記の通り。
（身延山大学）　　
望月
  海慧（身延山大学東洋文化研究所長）
　　
三輪
  是法（身延山大学東洋文化研究所所員）
　　
木村
  中一（身延山大学東洋文化研究所副主任）
（韓国金剛大学校）　　
金
  天鶴（韓国・金剛大学校仏教文化研究所長）
　　
朴
  英吉（韓国・金剛大学校仏教文化研究所所員）
（調査協力）　　
ジッリォ・エマヌエーレ・ダヴィデ（東京大学大学院人文社会系研究科アジア文化研究専攻〈博士課程〉 ）
　　
桑名
  法晃（立正大学大学院文学研究科仏教学専攻〈修士課程〉 ）
 
（身延山大学東洋文化研究所）
― 51 ―
　
本資料集は大韓民国の政府の財源による韓国研究財団人文韓国事業（ＨＫ）の支援を受けて作成されたもので
ある。 （
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（金剛大学校仏教文化研究所）
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